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2009(H21)年度6年生総合試験問題

６高カリウム血症をきたす疾患はどれか。

ａ慢性下痢

ｂ習慣性順叶斥

ｃ腎血管性高巾序涼

ｄ副腎皮質機能低下症

ｅ原発性アルドステロン症

血清IgG、IgA，ＩｇＭが全て低下するのはどれか。

ａ肝硬変

ｂｌｇＡ腎症

ｃ全身性エリテマトーデス

ｄ原発性マクログロブリン血症

ｅベンスジョーンズ蛋白（BJp）型多発性骨髄腫

７薬剤と副作用の組み合わせで誤っているのはどれか。

ａインスリン一一一一一一一一一一一一一一一皮下硬結

ｂビグアナイド薬一一一一一一一一一一一一一乳酸アシドーシス

ｃチアゾリジン誘導体一一一一一一一一一一一浮腫

。スルフォニル尿素薬一一一一一一一一一一一遷延性低血糖

２心房細動を伴う心原性脳塞栓の再発予防薬はどれか。

ａアスピリン

ｂワルファリン

ｃ シ ロ ス タ ゾ ール

．クロピドグレル

ｅ ジ ピ リ ダ モ ール 一一不整脈
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８抗結核薬と副作用の組合せで正しいのはどれか。

ａイソニァジドー一一一一一一一末梢神経炎

ｂリファンピシン－一一一一一一一一一一一一高尿酸血症

ｃピラジナミドー一一一一一一一一一一一一一第Ⅷ脳神経障害

ｄストレプトマイシン一一一一一一一一一一一球後視神経炎

ｅエタンブトール一一一一一一一一一一一一一肝機能障害

３正しいのはどれか。

ａ足関節-上腕血圧比（ABI,anlde-brachjalindex）算出で用いる血圧値は収縮期血圧である。

ｂ動脈硬化度が強くなると脈波伝搬速度（PulseWaveVelocity）は遅くなる。

Ｃ間欠性破行を自覚する側の下肢の足関節-上腕血圧比（ABI,an]de-brachialindex）は1.3以上

である。

ｄ末梢動脈疾患に対する降圧利尿薬は禁忌である。

ｅ連続歩行可能距離（、）は脊柱管狭窄症との鑑別に有用である。

９直腸、虹門疾患の診察に用いられる体位はどれか。２つ選べ。

ａ仰臥位

ｂ砕石 位

ｃ左側臥位

ｄ’Irendelenburg位

ｅＪａＣｋ]mjfeposition

４誤っているのはどれか。

ａＢａｎ･ett上皮は腺癌の発生母地とされている。

ｂ胸部上部進行食道癌では気管支に浸潤することが多い。

ｃ癌浸潤が粘膜下層までにとどまるものを食道表在癌という。

。表在型食道癌の診断にインジゴカルミン染色法は有用な方法である。

ｅ癌浸潤が粘膜層にとどまり、リンパ節転移のない食道癌を早期食道癌というｃ

１０腎症を合併しやすい疾患はどれか。２つ選べ。

ａ川崎病

ｂ強皮症

ｃ皮間筋炎

ｄシェーグレン症候群

ｅ全身性エリテマトーデス

５感染性心内膜炎について正しいのはどれか。

ａ高頻度で修原病に合併する。

ｂ初発症状として心不全が多い。

ｃ上気道炎症状に続発することが多い。

ｄ黄色ブドウ球菌が原因の場合急性の経過をとる。

ｅ心断層超音波での洗賛所見は診断に必須である。
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１４尿閉を来たす疾患はどれかＣ

ａ勝脳炎

ｂ腎孟腎炎

ｃ尿管腫揚

ｄ慢性腎不全

ｅ前立腺肥大症
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１６縦隔肱傷と好発部位の正しい組み合わせはどれか。

ａ縦隔内甲状腺腫一一一一一一一一後縦隔

ｂ神経原性腫傷一一一一一一一一一一一一一一前縦隔

ｃ悪性リンパ腫一一一一一一一一一一一一一一中縦隔

ｄ奇形腫一一一一一一一一一一一一一一一一一中縦隔

ｅ胸腺腫一一一一一一一一一一一一一後縦隔

１１排卵期におこなう不妊検査はどれか。２つ選べ。

ａ卵管通気法

bHUlmer試験

ｃ頚管粘液検査

ｄ子宮内膜日付診

ｅ結核菌培養

１７脊髄障害の高位診断で髄節障害レベルを判定するのに有用なのはどれか。

ａ腿反射

ｂ筋緊張

ｃ運動失調

ｄ深部感覚

eBabjns]d反射

１２中毒と原因物質の組み合わせで誤っているのはどれか。

ａトルエン一一一一一一一一一一一一一一一一気管支瑞息

ｂメチルアルコール一一一一一一一一一一一一失明

ｃトリクロロエチレンーーー一一一一一一一一肝障害

ｄノルマルヘキサンー一一一一一一一一一一一多発性神経炎

ｅクロムー一一一一一一一一一一一一一一一一鼻中隔穿孔

１８以下の身体所見を有する症例が胸骨左緑第４肋間にLevine3/6度の収縮期･拡張期雑音を呈する場

合、心雑音の原因と考えられる診断はどれか。

身体所見：身長180ｃｍ、体重56kg・四肢は細長く（両腕側方挙上時の両手指先間距離184ｃｍ)、

口蓋が高い。

ａ僧帽弁狭窄症

ｂ肺動脈狭窄症

ｃ僧帽弁閉鎖不全症

ｄ三尖弁閉鎖不全症

ｅ大動脈弁閉鎖不全症

１３１唾石症について正しいのはどれか。

ａ舌下腺に好発する。

ｂエックス線透過性のものが多い。

ｃ摂食時に痔痛が増強する。

ｄ腺内唾石はロ内法で摘出する。

ｅシェーグレン症候群に合併しやすい。
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１９生下時に気管支拡張が認められるのはどれか。

ａ嚢胞性線維症

ｂ気管支軟骨欠損症

ｃびまん性汎細気管支炎

dKartagener症候群

ｅ先天性免疫グロブリン欠損症

１５結核菌と非結核性抗酸菌（MZ/cobactgγ”?z,α”‘'７３complex）について正しい組み合せはどれか。

結核菌非結核性抗酸菌
２０染色体異常によるのはどれか。３つ選べ。

ａDown症候群

ｂＴｕｍｅｒ症候群

ｃＫａｊｌｍａｍ症候群

dPrader-Wmi症候群

eRubinstein-Taybi症候群
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2009(H21)年度6年生総合試験問題

２３５２歳の女'性。下腹部痛を主訴に来院した。

現病歴：ｌか月前から時々下腹部術が出現していた。数日前から排便はあるが少量で、腹部膨満

感も認められるようになった。今日になり間欠的に激しい腹痛を訴えるとともに黄褐色

の排液を多量に咽吐したため緊急入院となった。

既往歴：１２歳のとき急性虫垂炎の穿孔による腹膜炎で２週間入院した。

現症：身長156ｃｍ、体重52kg・体温36.2℃・脈拍96/分、整。血圧120/68mmHg･

検在所見：血液所見：白血球6,000、赤血球420万、Hbl28g/〃、Ｈt38％、血小板25万。

血液生化学所見：総蛋白7.59/伽、AST221U/４，ALT201U72、ALP120IU/４（基準１１５～359)、

γ-GTPl21U/Ｉ（基準30以下)、CK251U/’（基準32～180)、尿素窒素１２mg/〃、

クレアチニン1.1mg/伽。免疫学所見：ＣＲＰ５．２ｍｇ/〃・

腹部エックス線写真を示す。

２１４３歳の男性。昨日から腹痛、暇気、水様性下痢が出現し、３８℃台の発熱も認めたため来院した。

来院時体温38.2℃･腹部：平坦､戦｡下腹部に圧痛を認める。血液所見：白血球12,500,Ｈｂ15.29/〃、

赤沈35ｍｍ/１時間。ＣＲＰ2.8ｍｇ/〃。３日前に会社帰りに同僚と焼き鳥を食べていた。薬物使用歴

なし、海外渡航歴なし。内視鏡写真を示す。
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ｂ
この疾患について正しいのはどれか。

ａ毒素型である。

ｂ接触感染を起こす。

ｃ三類感染症である。

dﾘﾝバ節腫大がみられる｡

ｅマクロライド系抗菌薬が第一選択である。
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直ちに行うべき処置はどれか。

ａ院腸

ｂ下剤投与

ｃ緊急手術

ｄ腸嬬動剤の投与

ｅイレウス管の挿入

■

内視鏡写真

２２５４歳の男性。元来、大酒家で、アルコール性肝硬変のために３年前から内科へ通院していた。

しかし、酒量を減らすことができず、黄痘、下腿浮腫著明となり、内科病棟へ入院となった。入

院前日まで飲酒しており、入院時には、発汗、手指振戦を認めていた。入院２日目の午後１１時頃

より、「病室の壁に虫がいっぱいいるから取ってくれ」「ほら、床にもいるだる・そこにいるって」

と興奮が強くなり、怒鳴り出した。

随
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診断はどれか。

ａ病的酷町

ｂ振戦せん妄

CWemicke脳症

dKorsakoff症候群

ｅアルコール幻覚症
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腹部エックス線写真
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腹部エックス線写真



２５６２歳の男性。健康診断で胸部異常陰影を指摘されて来院した。喫煙は40本/日で40年間続けてい

る。胸部CTで右下葉に長径4.5ｃｍの原発巣と明らかな右肺門ﾘﾝバ節腫脹と左上葉に長径2.0cm

の転移巣を認める。そのほかには転移巣は認めない。経気管支肺生検で腺癌と診断された。

perfOrmancestatusは０で、肝機能、腎機能などの臓器機能は保たれている。

《
恩

2009(H21)年度6年生総合試験問題

２７３５歳の男性。３か月前より左右の頚部の腫痛に気付き、増大傾向があったため、受診した。

ｌか月前より盗汗をみとめている。

血液所見：白血球7,200、赤血球410万、Ｈb13.49/伽、Ｈt42％、血小板１８万。

血液生化学所見：総蛋白7.89/〃、アルブミン4.29/伽、AST321U/‘，ALT241U/０，LDH4721U/、

（基準140～220)、ＣＲＰ2.6mg/〃、可溶性IL-2受容体1,200Ｕ/川、（基準145～

519)。

頚部腫癒生検H-E染色標本を示す。瀧胞様椎造部位の細胞は、ＣＤ20陽性、ＣＤ10陽性、ＣＤ３陰性、

２４１０か月の男児。１週間前から38℃以上の発熱が続いた。４日前から全身に紅色斑状の発疹が出

現した。近医で感染症を疑われ抗菌薬の投与を受けたが、症状の改善をみず、昨日から手掌が赤

く、腫脹が見られたため来院した。眼球結膜の充血、口唇の発赤、亀裂およびいちご舌を認める。

頚部に0.5～１ｃｍのリンパ節を数個触知する。胸部聴診は異常を認めない。

正しいのはどれか。

ａ女児が男児よりも多い。

ｂ冠動脈造形は不要である。

ｃ１０歳前後の学童におこりやすい。

ｄ末梢動脈には障害を残すことがない。

ｅ指先の膜様落屑は治療の経過をみる上で有用である。

bcl-2陽性であった。リツキシマブ併用化学療法を行うことにした。

治療方針および注意点に関して適切なのはどれか。３つ選べ。

ａ肝炎ウイルス検査が必要である。

ｂ心エコーによる心機能評価が必要である。

ｃリツキシマブ併用CHOP療法が標準である。

dG-CSFは腫傷量を増加させるので使用しないＣ

ｅ反応性リンパ節炎が除外できないので、経過観察でよい。

『

正しい治療法はどれか。

ａ手術

ｂ手術十術後補助化学療法

ｃ放射線療法

ｄ化学放射線療法

ｅ化学療法

２６３２歳の女性。昨年までの健康診断では異常を指摘されたことはなかったが、今年初めて高血圧

を指摘され一股内科医を受診した。

身長151ｃｍ、体重40kg･血圧158/94mmHg、脈拍76/分、整。意識清明。心雑音なし。呼吸音に異

常なし。腹部：膳右側に血管雑音を聴取する、腫癌触知なし、

胸部レントケン検査に異常所見なし。心電図所見で平低T波あり。

血算：白血球7,900、ＨｂｌＯ､９９/〃、Ｈt33.9％、血小板28.7万、赤沈３９mm/hr、生化学：ＡＬＴ
281U/２，AST211U/'、LDH3821U/、（基準176～353)、CKll71U/２（基準１０～40)、尿

素窒素２２ｍｇ/〃、クレアチニン０．８ｍｇ/“、Nal35mEq/０，Ｋ3.9mEq/4,01102mEq/'、

ＣＲＰ12,1mg/伽。

生活習慣改善を開始したが、３か月後でも血圧150/84mmHgであったため降圧薬（X）が処方さ

れた。その３日後より急激にふらつき感や下腿浮腫が増強したため専門医を受診した。受診時血圧

８０/62ｍｍＨｇ･脈拍70/分、整。血液検査で尿素窒素７０ｍｇ/〃、クレアチニン３．８ｍｇ/伽、Ｋ５．６mEq／

Ｚを示し緊急入院となった。

頚部腫癌生検H-E染色標本

正しいのはどれか。

ａ初期治療としてステロイド投与は禁忌である。

ｂ一般内科受診時の血紫レーン活性値は低下していたと考えられる。

ｃブドウ膜炎による眼症状を併発することはない。

ｄ内服した降圧薬（X）はカルシウム桔抗薬（ニフェジピン）と考えられる。

ｅ直ちに腹部血管造影検盗で診断を確定する。

－２０１－８－－２０１－７－



適切な対応はどれか。２つ選べ。

ａ腰椎穿刺を行う。

ｂ脳波検査を行う。

ｃ抗菌薬を投与する。

ｄ頭部CTを施行する。

ｅスマトリプタンを皮下注射する。

「
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３０６６歳の男性。腹部膨満感を主訴に来院した。２０年前から慢性肝炎の診断で近医に通院中。３週

前から下腹部が張る感じがあり、このｌか月で体重が５kg増加した。意識は清明。身長166cm、体

重60kg、体温36.7℃・脈拍76/分、整。血圧146/60ｍHg・眼球結膜に黄染を認める。手掌紅斑と胸

部のクモ状血管腫とを認める。腹部は全体的に膨隆し、緊満している。肝は触知せず、牌濁音界

は拡大し、牌辺縁を触知する。下肢に浮腫を認める。

検査所見：尿所見：蛋白（一)、糖（一)、ウロビリノゲン2＋、ピリルピンl＋、潜血（一)。

血液所見：赤血球：380万、Ｈｂｌ１．９９/伽、Ｈt３７％、白血球3,500、血小板６万、プロトロンビン

時間67％（基準80～120)。

血液生化学所見：空腹時血糖92mg/伽、総蛋白５．３９/〃、アルブミン２．１９/〃、γ‐グロブリン

35,5％、尿素窒素8.3mg/〃、クレアチニン0,7Ing/伽、アンモニア４２〃g/〃（基準

１８～48)、総コレステロール130mg/〃、総ビリルビン4.7Ing/〃、直接ピリルビン

2,9mg/〃、AST89単位、ALT45単位、ALP366単位（基準260以下)、γ-GTP392

単位（基準8～50)、Nal36mEq/、、Ｋ３９ｍＥｑ/’、CllO3mEq/０．

免疫学所見：CRP0.1ｍｇ/必HBS抗原陽性、AFPl6ng/1114（基準20以下)。

腹部超音波検査では大量の腹水の貯留を認め、肝辺縁は鈍化し、表面は不整、肝実質も不均一で

ある。結節像は認めない。

２８２８歳の女性。８年前から月経時に脈打つような頭痛があり、市販薬を服用していた。５日前か

ら頭全体の脈打つような頭痛が出現。動くと痛みは増強し、悪心、|'匠吐を伴っていた。鎮痛薬を

服用したが改善せず、発熱も出現したため当院を受診した。身長168ｃｍ、体重56kg・体温381℃･

脈拍110/分､血圧120/60mmHg･一般身体所見上異常なし。一般採血でも異常所見は認めなかった。

「戸
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２９２４歳の女性。１週間前から口渇があり、水をよく飲むようになった。３～４日前から食欲不振

と悪心があり､昨朝､近医を受診した｡点滴を受け帰宅したが、同日の夕方､少量の食物残置を

数回暇吐し、その後しだいに意識低下したため搬送された。

入院時所見身長164ｃｍ、体重51kg･血圧１００/64mmHg・脈拍110/分、整。呼吸数10回/分。意識

は傾眠。皮膚、口腔粘膜は乾燥。貧血、黄痘はなし。胸腹部に異常なし。

尿所見：糖４＋、蛋白（一)、ケトン３＋

血液所見：白血球12,000、ヘモグロビン15.29/伽、ヘマトクリツト50％・血糖値824mg/〔"、ＢＵＮ

６２ｍｇ/dZ、Ｃr４．２ｍｇ/伽、Ｎａｌ３４ｍＥｑ/４，Ｋ４．２１rEq/､、Ｃａ9.6mg/“、ＩＰ3.2mg/〔"・

動脈血液ガスｐＨ7.10、HCO58mEq/ｨ、PO292torT。

最も考えられる腹水の性状はどれか。

ａ混濁

ｂ 血性

ｃ乳ぴ様

．ゼリー状

ｅ淡黄色透明まず行う治療はどれか。２つ選べ。

ａ血液透析

ｂ生理食塩水補液

ｃ重炭酸イオン静脈投与

ｄインスリン持続静脈投与

ｅグルコン酸カルシウム静脈投与

－２０１－１０－
－２０１－９－
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３２４５歳の男性。マラソン完走後に乏尿と脱力を主訴に搬入された。意識清明。体温37‘2℃・脈拍

９６/分､不整｡血圧130/70mmHg･両側下肢の排腹筋に自発術と把握痛を認めた｡尿所見：蛋白（－)、

潜血３＋、糖（一)。血液生化学所見：総蛋白8.59/伽、尿素窒素60mg/〔M、クレアチニン3.2mg/d､、

ＯＫ5,0001U/４(基準60～247)､Nal32mEq/9,Ｋ7.0mEq/､､OllO3mEq/0,0a8.5mg/〃､Ｐ6.5mg/〃・

動脈血ガス分析（自発呼吸、roomajr）：ｐＨ7.30、PaO298TorT、PaCO232Torr、HOO518mEq/‘

３１５３歳の女性。呼吸困雌を主訴に来院した。６月初旬より微熱と乾性咳噸を主訴に他院を受診、

異型肺炎の診断で入院。抗菌薬を投与され軽快し退院した。しかし、退院２日後より、再び微熱

と咳I欺を認めた｡その後呼吸困難も伴うようになり精査加療目的にて紹介受診｡喫煙歴なし｡住

居は築30年の木造家屋。ペットは飼育していない。

意識清明。体温372℃・呼吸数22/分。脈拍１１２/分、整。血圧116/72mmHg。両側下肺野背部で

finecracmesを聴取する。血液所見：白血球11,200（楳状核好中球11％、分葉核好中球75％、好酸

球１％、単球２％、リンパ球１１％)、CRP８２mg/〃･

胸部エックス線写真と胸部単純CTを示す。

診断確定のため気管支内視鏡検査を行なうことになった。

直ちに行うのはどれか。

ａ血液透析

ｂ維持液輸液

Ｃループ利尿薬投与

ｄグルコン酸カルシウム投与

ｅ重炭酸ナトリウム投与

予測される結果はどれか。２つ選べ。

ａ気管支肺胞洗浄液で総細胞数の増加

ｂ気管支肺胞洗浄液で好酸球の増加

ｃ気管支肺胞洗浄液でＣＤ４/ＯＤ８が1.0以下

ｄ経気管支肺生検でクレオラ体

ｅ経気管支肺生検で非乾酪性類上皮肉芽腫

３３１歳の男児。鼻出血が止まらないため受診した。採血後に皮下出血ができた。（写真：右手背の

皮下血腫を認める)。祖父も鼻出血が止まりにくく、右膝関節を人工関節に置換している。

｜」

考えられるのはどれか。

ａ血友病Ａ

ｂ血小板無力症

ｃ溶血性尿毒症症候群（HUS）

dKasabach-Memtt症候群

ｅ特発性血小板減少性紫斑病（ITP）

屯
毎

＝

」

診断確定のために最も有用な検査はどれかＣ

ａ注腸造影

ｂ骨髄穿刺

ｃ抗核抗体

ｄ血清補体価

ｅ胃十二指腸粘膜生検

紐

『
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－２０１－１１－
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右手背の写真

－２０１－１２－

巳

３４５１歳の女性。１０年来関節リウマチにて、副腎皮質ステロイドおよび非ステロイド抗炎症薬と注

射金製剤による治療を受けていた。３年前より注射金製剤を中止し、サラゾスルファピリジンの

経口投与に切り換えたが関節炎の活動性は十分に抑えられなかった｡１年前より蛋白尿が出現す

るようになり、念のためサラゾスルファピリジンを中止したが、その後も蛋白尿が消失せず、下

腿浮腫出現。さらに３か月前より頑固な下痢が続くようになり、精査のため来院した。両手指の

変形を認め、両手、足、膝関節の腫脹と圧痛を認めた。尿所見：蛋白尿３９/日。血清生化学所

見：尿素窒素40mg/〃、クレアチニン1.5mg/〃、血沈lO8m/１時間、ＲＡＰＡ2,580倍（基準40倍未満)、

CRP7.8mg/〃（基準0.3倍未満)。胸部エックス線写真では軽度の心拡大を認めた。

胸部単純CＴ

胸部エックス線写真
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３６２５歳の女性。数か月前から運転中に目がかすむことが時々あった。１週間前から夕方になると

ものがダブってみえるようになった。昨日から右臓が下がるようになったため来院した。他に自

覚症状はなし。初診時神経所見と一般身体所見は異常なく、現在は眼険下垂、複視もみられない。

他神経所見に異常なし。血液検査では甲状腺機能を含め異常はないが、自己抗体等の特殊検査の

３５２８歳の１回経産婦。外来健診で胎児発育の異常を指摘され妊娠33週に入院となった。妊娠週数

は初期の頭殿長で確認されており誤りはなかった。

妊娠・分娩歴：第一児目を妊娠38週に2,0009で出産

生活歴：喫煙20本/日、５年間

現症：身長160cm、体重60kｇ（非妊時55kg)、腹囲70cm、子宮底長25ｃｍ、血圧120/701ｍＴＥｇ

内診所見：先進部は児頭で子宮口は閉鎖し破水は認められない。

血液尿検査所見:特記すべき異常無し｡

超音波検査所見：胎児推定体重1,0009､胎児奇形は認められない。入院時の胎児心拍数図を示す。

結果はまだ出ていない。

この患者の神経電気生理検査を示す。

最も考えられるのはどれか。

ａ重症筋無力症

ｂ筋強直性ジストロフイー

ｃ多発性筋炎

dLambert-Eaton症候群

eGujnajn-BarTe症候群

考えられるのはどれか。

ａ羊水過多

ｂ胎動の増加

ｃ頭囲/腹囲比の低値

ｄ胎児呼吸様迎動の消失

ｅ膳帯動脈RＩ（resistanceindex）の低下
■
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神経電気生理検査

驚三圭華慧三言 一
一
一
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■二一一

入院時の胎児心拍数図

2０１－１４－
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４０１５歳の男子。右膝痛を主訴に来院した。２か月前に体育の授業中にジャンプした際に痛みを感

じた。安静によって一時軽快したが、１週間前から浦みが再発し増悪傾向にある。既往歴・家族

歴に特記すべきことはない。身長150ｃｍ、体重43kg。右膝関節可動域は正常である。LDH3441U/’

（基準176～353)、ＡＬＰ1,8241U/４（基準、5～359)。初診時の右膝エックス線写真と大腿骨遠位部

３７１歳の男児。在胎37週、出生体重2,9929で出生した。発達には異常を認めない。

生後７か月頃より偏食傾向あり、5001112のアクアライトを１日３本～５本飲水していた。

イオン飲料､うどん､粥などを摂取するも、食事をするたびに堰吐があるため急患センターを受

診。次第に意識障害と多呼吸を認め、血液検査で、Nall9mEq/‘、血糖42mg/伽、血清乳酸35mg/“

（動脈血）（基準３～17)、血液ガスでｐＨ7.30､ＰＣＯ２１０Ｔｏｒｒ､HCO55mEq/２，ＢＥ-16.9を認めたた

め当院転院となった。

の骨生検H-E染色標本を示す。

対応として適切なのはどれか。

ａ経過観察

ｂ持続洗浄

ｃ病巣掻肥

ｄ広範切除術

ｅ関節固定術

検査で必要性のないのはどれか。

ａ血擬浸透圧

ｂ血清ケトン体

ｃ尿中Ｎａ排世量

．血清ビタミンＤ値

ｅ血清ビタミンB,値

この疾患について正しいのはどれか。

ａ生直後から発症する。

ｂ倣頓することが多い。

ｃ心疾患の合併率が高い。

ｄ自然治癒することが多い。

ｅ肝臓が脱出することがある。

｝

母親が心配し来院した。賄乳は良好で、３８４か月の乳児。生後ｌか月頃から鵬が膨れ出したため、

堰 吐 は な い 。排便も順調である。－
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来院時の１膳の所見を示す。

最も考えられるのはどれか。

ａ緑内障

ｂ網膜剥離

ｃ下垂体線腫

ｄ虚血性視神経症

ｅ網膜静脈分枝閉塞症

－２０１－１６－
－２０１－１５－

来院時の晴の所見

9０１

３９６２歳の女性。１週間前から右眼の視力障害を主訴に来院した。視力は右眼0.1（0.1×1.0,）左眼

０．８（1,2×+LOD)、眼圧は正常範囲内であった。右眼の視ﾈ''1経乳頭は蒼白浮腫を来たし、視野検査

にて右眼は下半盲を認めた。

大腿骨遠位部の骨生検H-E染色標本右膝エックス線写真
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４３３８歳の男性。胸部圧迫感を主訴に来院。８か月前の健診で160/90mmHgの高血圧と蛋白尿十を指

摘されていた。lか月前から仕事が多忙で睡眠時間が４時間となっている。３日前から頭痛が持

続し、本日主訴が出現した。

身長165ｃｍ、体重76kg・意識清明。血圧230/132mmHg。脈拍88/分、整。肺野に軽度のラ音を聴

取する。心拡大（＋)。大腿部以下に浮腫を認める。

尿所見：蛋白２＋、潜血（±)．

血液所見：白血球9,600、赤血球420万、Ｈb13.69/〃、血小板8万。

血液生化学所見：アルブミン3.69/４４、尿素窒素38mg/〃、クレアチニン2.3mg/〃･

眼底写真を示す。腎生検光顕、マッソン染色標本（200倍）を示す。

４１４２歳の男性。１８歳時より自動車整備工場にて板金塗装業務に従事している。３か月前からの歩

行時のふらつきを主訴に来院した。２週間前より悪心、暇吐、倦怠感を自覚、１週間前から四肢

末梢の感覚鈍麻が出現している。身長172ｃｍ、体重68kg・脈拍82/分、整。血圧142/９０mmHg･血

液所見：赤血球440万、Ｈｂ13.69/dZ、白血球6,800、血小板22万。血液生化学所見：総蛋白729/伽、

アルブミン４２９/“総ビリルビン0.9mg/伽、ＡＳＴ６４ｍ/'、ALT601U71、LDH3881U/’（基準176

～353)、γ-GTP86IU/０（基準8～50)。

診断に有用な検査はどれか。

ａ尿中馬尿酸

ｂ尿中コプロポルブイリン

ｃ血清コリンエステラーゼ

ｄ尿中３－アミノレブリン酸

ｅ赤血球遊離プロトポルフイリン

眼底写真

正しいのはどれか。２つ選べ。

ａけいれん、意識障害に進展する。

ｂ肝不全に進展する。

ｃ破砕赤血球がみられる。

ｄβ遮断薬を静注する。

ｅ腎機能が回復することはない。

４２３８歳の男性。頭痛とふらつきを主訴に来院した。３年前から頭痛、易疲労感、口渇および物の

見えにくさを自覚し、それらが徐々 に増悪してきた。身長160ｃｍ、体重58kg・脈拍60回/分、整。

血圧128/741ｍＨｇ・而耳側半盲、記銘力低下を認める。尿所見：比重1,001、蛋白（一)、l7-KSO5

Ing/日（基準3～１１)、l7-OHCS1.7mg/日（基準3～11)。頭部造影MRITl強調像（冠状断）を示す。

『

－２０１－１８－

腎生検光顕、マッソン染色標本（200倍）

最も考えられるのはどれか。

ａ神経鯵腫

ｂ神経鞘腫

ｃ旺細胞腫

ｄ頭蓋咽頭腫

ｅ海綿状血管皿

頭部造影ＭＲｌＴ１強調像（冠状断）

－２０１－１７－
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４６６０歳の男性。胸痛と息切れを主訴に来院した。約６か月前からめまいと前胸部の圧迫感を自覚

していた。身長170ｃｍ、体重69kg・脈拍82/分、整。血圧170/301mlHgo胸骨左縁第４肋間に拡張期

雑音を聴取する。呼吸音は正常でラ音を認めない。カラードプラー心エコー図を示す。

４４１８歳の男子。ジョギング中突然の右胸痛と呼吸困難にて来院した。右胸部は打診で鼓音を呈し、

呼吸音を聴取できない。来院時の胸部エックス線写真を示す。

一二＝

葦～雲，
司壷一一

・認三二重謹三琴。
，正十ＲＲ

－ＲＮｅ３１２、一日ヲ－
－－１Ｗ鮮冨．９
８門Ｘ･Ｕ５６９Ｕ－Ｎ；一．

函紺創
、

直ちに行うべき治療はどれかＣ

ａ肺切除術

ｂ気管内挿管

ｃ血栓溶解療法

ｄ気管支動脈塞栓術

ｅ胸腔ドレナー ジ
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本症例で認められると考えられる聴診所見はどれか。
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ｃ収縮中期クリック

ｄ心膜摩擦音

ｅ高調性全拡張期雑音
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左眼の前眼部写真
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４５２３歳の男性。３週間前から右眼充血、眼脂、流涙が出現した。近くの眼科で急性結膜炎と診断

され、点眼薬治療を受けたが、症状が改善しないため受診した。右眼の眼臓結膜、球結膜に充血

がみられ、下限険円蓋部に大型の浦胞が多数みられた。患側の耳前リンパ節の腫脹、圧痛もあり。

下眼臓結膜からの擦過標本にて、細胞質内に封入体を認めた。

カラードプラー心エコー|理

４７４０歳の女性。左眼の充血、嬉痛を主訴に来院した。普段２週間の使い捨てコンタクトレンズを

装用しているが、痛みのため昨日からしていない。左眼視力は矯正で0.2と低下していた。左眼の

前眼部写真を示す。

最も考えられるのはどれか。

ａ細菌性結膜炎

ｂ流行性角結膜炎

ｃクラミジア結膜炎

ｄアレルギー性結膜炎

ｅ単純へルペス結膜炎

最も考えられるのはどれか。

ａ乾燥

ｂ細菌

ｃアレ ルギー

．へルペスウイルス

ｅ若年』性関節リウマチ

~~､軸iＩ
■

、
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左耳介の所見
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５０７３歳の女性。３年ほど前から、ものの置き場所を忘れたり、同じことを何度開いても忘れてし

まうといつたもの忘れが目立つようになっていた。３か月前には、近くに買い物に行って迷子に

なり、近所の人に家まで連れてきてもらった。歩行も歩幅が狭くなり、ときに転倒してしまうこ

ともあった。ユか月前から、「家の中に知らない子供がいる」「男の子も女の子も見える」といっ

たことを訴えるようになり、心配した長男に連れられ、精神科を受診した。診察時、静止時の手

指振戦を認めた。頭部MRIでは、全体的な脳萎縮、SPECTでは後頭葉の血流低下を認めた。

４８４歳の女児。左耳痛を主訴に来院した。２日前より飲水時に左口角から水が漏れるようになっ

た。水痘の予防接種は２歳時に受けている。左耳介と顔面の所見を示す。

誤っているのはどれか。

ａ左額のしわ寄せは可能である。

ｂ左アブミ骨筋反射の減弱がみられる。

ｃ左の感音難聴がみられる。

ｄ眼振を認める。

ｅ水痘．帯状庖疹へルペスウイルスの再活性化が原因である。

この症例の診断はどれかｃ

ａＰｉｃｋ病

b脳血管型認知症

ｃ前頭側頭型認知症

dLewy小体型認知症

eAlzheimer型認知症

ｐ
、

B､

ｿ’

３
８
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５１５０歳の女性。２か月前から口腔内粘膜疹、その後、体幹と四肢に径３ｃｍまでの水庖を伴う紅斑

が出現したため来院した。水庖内容液の細胞診（Tzanck試験）で疎融解細胞を認めた。水庖の病

理組織H_E染色標本所見でも表皮細胞間が離れる練融解像を認めた。口腔内写真を示す。

産

彦
習

最も考えられる疾患はどれか。

ａ尋常性天庖痛

ｂ庖疹状皮層炎

ｃ水庖性類天庖癒

ｄ後天性表皮水庖症

ｅ晩発性皮膚ポルフィリン症

ｋｋ

』
》

顔面の所見
偶

編
凶

瞳 寸

㎡

■

ｒ△

すぐに投与すべき薬剤はどれか。２つ選べ｡

ａ モルヒネ

ｂヘパリン

ｃβ遮断薬

．アトロピン

ｅ副腎皮質ステロイド

４９６２歳の男性。高血圧の内服治療中であった。突然激しい背部痛が出現し、持続するため救急車

にて救命センターを受診した。来院時、血圧196/lO2mmHgo心拍数98/分、整。意識は清明であっ

-９１

Ｌ

鍾蕊

－２０１－２２－

た。胸部造影ＣＴを示す。
'|r＝卓亭

軸

胸部造影CＴ

－２０１－２１－
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５３３８歳の女性。３か月前からの全身倦怠感を主訴に来院した。食欲低下と体重減少を認める。月

経は５年前から過少である。３０歳時の第２子出産時の出血量が多かった。意識は清明。身長162cm，

体重45kg･体温352℃･脈拍56/分、整。血圧94/52ｍHg・眼険結膜は貧血様であるが、眼球結膜に

黄染は認めない。心音と呼吸音とに異常を認めない。尿所見：尿蛋白（一)、糖（－)。血液所

見：赤血球320万、ＨｂｌＯ､２９/〃、Ｈt32％、白血球6,800、血小板１８万。血清生化学所見：空腹時血

糖68mg/“、HbAlc4,3％（基準4.3～58)、総蛋白6.49/“、アルブミン3.29/〃、尿素窒素１８mg/“、

クレアチニン1.2mg/〃、総コレステロール140mg/〔似、Ｉ､リグリセライド１００mg/〃、Nal28mEq/９，

Ｋ５．４mEq/’、Ｃｌ９２ｍＥｑ/４，Ｃａ9.2Ing/d､、Ｐ3.0Ing/“ＴＳＨＯ､15“/1114（基準0.2～4.0)、

ＬＨ０．５mlU/州’（基準1.8～7.6)、ＡＣＴＨ５ｐｇ/１１１，（基準7～60)、ＦＳＨ２．５mlU/伽‘（基準5.2～14.4)、

FT32､Opg/111'(基準2.5～4,5)、ＦT40.72,9/〃(基準0,8～2.2)、コルチゾール４８鵬/伽(基準5.2～12.6)。

外来を受診徐々に蛸強してきたため、５８歳の男性。主訴：腹痛。３か月前より腹痛が出現し、徐

した。|'厘気、食欲低下あり。

タバコ：１０本/日、酒、ビール350ml/日

意識：清明、血圧：140mmHg、脈拍：８８/分、体温：37.6℃

ＷＢＣ7,700、ＲＢＣ３６６万、Ｈb13.59/〃、PLT25万

、.Ｂｉ13.0ｍｇ/必Ｄ､Ｂｉ12.2ｍｇ/〃、ＧＯＴ４０１Ｕ/２，GPT441U/Z

Alp2551U/'、γＧＴＰ７０１Ｕ/2、ＧｌｕｌｌＯｇ/〃、Amylll81U72

CAl9-93351U/０，ＣＥＡ８．１，９/〃

造形CTを示す。

『

正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ牌炎が疑われる。

ｂアルコール性が最も多い。

ｃ胆石は、原因の一つである。

ｄ根治手術症例は、約20％である。

eGemcitabineは、化学療法薬である。

最初に投与すべきものはどれか。

ａ鉄 剤

ｂ甲状腺ホルモン

ｃ塩化ナトリウム

ｄ性腺刺激ホルモン

ｅ副腎皮質ステロイド

造影ＣＴ

－２０１－２４－－２０１－２３－
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５５３０歳の男性。乾性咳噸、呼吸困難を主訴に来院した。咳は約ｌか月前からで、特にここ数週間

で労作時呼吸困難が強くなった。意識は清明。身長178ｃｍ、体重54kg･体温37.8℃･脈拍１０４/分、

整。血圧110/70mmHg・白血球13,200（拝状核好中球７％、分様核好中球78％、好酸球３％、好塩

基球１％、単球８％、リンパ球３％)、血小板18万。免疫学所見：多クローン性高ガンマグロブリ

ン血症を認めた。ＣＲＰ６．８ｍｇ/ｄ４ｏＴリンパ球ＣＤ4/8比０．２（基準0.6～2.9)、β-,-グルカン384ｐｇ/１１１４

（基準20以下)、寒冷凝集素陰性。動脈血ガス分析（自発呼吸、ｒｏｏｍair）：ＰＨ7.42、PaO245Torr、

ＰａＣＯ２３３Ｔｏｒｒ，

５４６８歳の男性。労作時の息切れを主訴に来院した。ｌか月前より下肢のむくみを自覚。１週間前

より労作時の息切れを認めた。来院時、血圧100/56mmHg･脈拍１０８/分。体温372℃･而下肺野に

湿性ラ音を聴取。心尖部で収縮期雑音聴取、肝1横指触知、両下腿に浮腫あり。尿所見：蛋白（－)、

潜血（一)、糖（一)、ベンスジヨーンズ蛋白陽性。血液生化学所見：総蛋白5.49/“アルブミン

2.39/〃、尿素窒素３０mg/〃、クレアチニン1.5mg/〃･腹部超音波所見では両側腎の腫大を認めた。

腎生検PAM染色標本と糸球体電子顕微鏡標本を示す。

腎生検ＰＡＭ染色標本

－２０１－２５－

診断はどれか。

ａループス腎炎

ｂ紫斑病性腎炎

ｃ糖尿病性腎症

ｄ顕微鏡的多発血管炎

ｅ腎アミロイドーシス

原因病原体として最も可能性の高いのはどれかＣ

ａ肺炎球菌

ｂ緑色連鎖球菌

ｃサイトメガロウイルス

。ニューモシスティス・ジロベシ

ｅヒトヘルペスウイルス８（田IV8）

猶

１

ゴ

ｒ
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５６１５歳の女子｡健診で肥満を指摘された。身長156ｃｍ,体重75kg･血液検査で､空腹時血糖35011】g/必

トリグリセリド287mg/〃、総コレステロール120mg/〃、ＡＳＴ８０１Ｕ/４，ＡＬＴ１２２１Ｕ/４、

γ-GTPl20mg/“（基準８～50)、総蛋白7.29/ｄＩ、アルブミン4.59/〃、総ピリルピン0.7Ing/d4、抗

核抗体く4０（基準40以下）であった。

－２０１－２６－

糸球体電子顕微鏡標本

最も考えられる肝疾患はどれかＣ

ａ肝硬変

ｂ肝線維症

ｃ自己免疫性肝炎

ｄ原発性硬化性胆管炎

ｅ非アルコール性脂肪肝炎

５７生後３週の新生児。３日前から股関節を動かすとき、特におむつを交換すると号泣することに

気づき来院した。体温37.8℃・右股関節の可動域制限と軽度の腫脹が認められる。

エックス線所見で誤っているのはどれか。２つ選べ。

ａ亜脱臼

ｂ臼蓋骨硬化

ｃ軟部組織腫脹

ｄ骨端核の変形

ｅ大腿骨頚部の骨破壊



５９２３歳の女性。電車に乗っていたときに、急に息苦しくなったが、駅に到着した際に症状が消失

した。その後、「また電車に乗ると呼吸が苦しくなるのではないか」と思うようになった。数日後

に、同じ電車に乗ったときに再び呼吸が頻回となったために、次の駅で降りてベンチで休んだが、

息苦しさは改善しなかった。呼吸はさらに頻回となり、発汗、手足のしびれも出現した。救急車

で救急外来を受診したが、息苦しさは救急車に乗っている間に改善していった。血液検査、心電

図、胸部エックス線検査では、特に異常は指摘できなかった。

一
睡

2009(H21)年度6年生総合試験問題

５８２３歳の女性。小学生時に心室中隔欠損症の診断を受けだが、短絡量が少なく治療の必要性はないと

言われ､運動制限なく生活していた。結婚・妊娠前に検査を受けたいとの希望で来院した。心臓超音

波検査では、筋性中隔に左右短絡５％以下の心室中隔欠損孔を認めたが､他の異常は認めなかった。

今後注意を促すべき心疾患はどれか。

aEisenmenger症候群

ｂ感染性心内膜炎

ｃ三尖弁閉鎖不全症

ｄ僧帽弁閉鎖不全症

ｅ大動脈弁閉鎖不全症

Ｉ

この症例にみられるのはどれか。

ａ心気症状

ｂ転換症状

ｃ予期不安

ｄ強迫観念

ｅフラッシュバック現象

６０４４歳の男性。農業に従事している。ｌか月前より手背に淡紅色の弾性軟の結節が出現した。ス

ポロトリキン反応陽性。

適切な治療はどれか。

ａ抗真菌薬内服

ｂ免疫抑制薬外用

ｃ外用PUVA療法

ｄ活性型ビタミンD3薬外用

ｅ副腎皮質ステロイド薬内服

－２０１－２７－


